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『 ICT教育の推進 ～ ipadが１人１台やってくる 』

校長 原 田 康

新型コロナウィルスに振り回された感のある２０２０年でした。年が明け２０２１年とな

りましたが、未だコロナの猛威は続き、学校のみならず社会全体が様々な忍耐を強いられて

います。ワクチンの普及、抗生剤の開発などが少しでも早く進むことを願うばかりです。

さて教育界では、コロナ感染発生に先立つ２０１９年末に文科省より GIGA スクール構想
が出されました。これは社会のデジタル化やグローバル化が進み、５年後、１０年後の予測

が付かないほど、社会は急速に変化を続けていることから、未来の社会の変化を見据えて、

子どもたちがこれから生きていくために必要な資質や能力を培っていくために、児童生徒１

人１台の学習者用端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、ICT 教育の充
実を図っていこうという構想です。折しもコロナ禍が発生し、学校での遠隔授業や学習課題

提供などと言ったリモートスタディの確立が緊急案件となり、GIGA スクールの整備が一気
に進むことになりました。この流れにより本町でも全小中学校の通信高速化整備がなされ、

そして来月中には全児童生徒にタブレット型端末の ipadが配布されます。
あくまでも教育機器の１つとして、今後使用内容や使用の決まり、また家庭への持ち帰り

についてなど様々な事項を検討した上で活用していくことになります。教科書でありノート

でもあり、またカメラでもあり百科事典でもある。もちろん映像・音楽再生機器でもありま

す。これまでも数台を共用で使ってきましたが、これからは自分専用の端末として色々な場

面で使用していくことになります。

ICT 教育の推進はもう待ったなしになりました。ご存じかと思いますが、そもそも ICT と
は「インフォメーション アンド コミュニケーション テクノロジ－」の頭文字をとったも

ので「情報通信技術」という意味になります。ネットワーク通信を利用した情報や知識の伝

達・共有ができる環境の事を表しています。

つい先日行われた本校での冬休み作品発表でも、も

うすでに端末（ＰＣも）を利用して制作した作品の発

表、または端末を使った発表などがありました。学校

教育の変革期であることをあらためて感じる発表会で

した。しかしながら私が考えるよりも実際にはもう子

どもたちは ICT に馴染み浸透しているのだと強く感じ
たところです。



 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

三学期が始まりました。 
今年度の計画では、1 月 19 日（火）に

始まる予定でしたが、春に新型コロナウ

イルス感染予防のため休校になったこと

から、1 月 13 日（水）から 3 学期が始ま

りました。 

 子どもたちは、お正月を家族と過ごし

たり、スキーをしたりと充実した冬休み

を過ごしたようで、全員が元気に登校し

てくれました。 

 現在、新型コロナウイルスは全国的に

流行っているので、手洗い、マスク、ソー

シャルディスタンスをしっかりとるな

ど、感染しないように気をつけて生活す

るように指導していきます。 

 

 
２月 １日（月）全校朝会・冬の集会 

２月 ２日（水）職員会議 

２月 ３日（水）職員会議 

２月 ５日（金）スキー遠足 

２月 ８日（月）クラブ 

２月１０日（水）読み聞かせ 

２月１５日（月）児童会 

２月１６日（火）職員会議・中学校入学説明会 

２月１７日（水）読み聞かせ 

２月２２日（月）児童会 

２月２６日（金）卒業式飾りつけ 

集合学習 
1 月 15 日（金）に忠栄小学校と集合学

習を行いました。 

 当日は、ドッチボール・キックベースと、

折り染めにみんなで字を書きました。 

 高学年が、低学年の作業を手伝ってあげ

たり、ドッチボールの時にはボールを優し

く投げるなど、お兄さん・お姉さんとして

の姿をたくさん見せてくれました。 

 忠栄小学校は、今年度で閉校になるの

で、２校で行う集合学習は今年度で最後に

なります。 

 折り染めには、各学校で子どもたちが考

えた「一緒にいて 楽しかったね ありが

とう」「わすれないよ また会う日まで」

と書きました。折り染めは、忠栄小学校の

体育館に飾っています。 

 今まで楽しく過ごした思いを言葉にし

て残すことができました。 

 子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する

悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する悩み
など相談してください。 

●電話相談 （無料、毎日 24 時間対応） 

 ０１２０－３８８２－５６ 
●メール相談 

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 
※急ぎの場合は電話相談を利用してください。  

●来所相談 
 （10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。）  
子ども相談支援センター 

 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 
�上記の電話相談で予約してください。 

※ センターのＷｅｂページに、「子ども相談支援センタ

ーへの相談事例」を掲載しています。次のＵＲＬからご

覧ください。 

URL:http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/ 

soudanjirei.pdf 


